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日
本
一
の
青
年
部
を
め
ざ
す

�

新
部
長
に
仁
田
武
志
さ
　

　
ん（
西
支
部
）

第38回本部青年部定期大会第38回本部青年部定期大会

コ
ロ
ナ
後
初
の
レ
ク

徐
々
に
元
の
活
動
へ
阪神支部阪神支部

青年部連載青年部連載

166166

　

９
月
24
日
に
コ
ロ
ナ

自
粛
期
間
か
ら
初
め
て

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

場
所
は
姫
路
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
。
参
加
者

は
12
人
と
少
な
め
で
し

た
が
、
０
人
で
は
な
か

っ
た
の
で
安
心
し
ま
し

た
。
当
日
は
暑
さ
が
心

配
で
し
た
が
、
思
っ
て

い
た
よ
り
涼
し
く
て
動

物
た
ち
も
元
気
そ
う
で

し
た
。
今
回
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
前
回

か
ら
期
間
が
開
き
す
ぎ

て
い
た
の
か
一
般
の
参

加
者
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
組
合
の
行
事
を
増

や
し
、
活
動
を
元
に
戻

初めて男２人の
思い出づくり

西支部西支部

す
の
は
簡
単

で
す
が
、
人

の
目
に
と
ま

る
の
は
ま
だ

ま
だ
時
間
が

か
か
り
そ
う

で
す
。

　

阪
神
支
部

青
年
部
は
そ

う
い
っ
た
こ

と
を
考
え
な
が
ら
様
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

　

８
月
に
小
学
１
年
生

の
息
子
と
２
人
で
、
キ

ャ
ン
プ
へ
い
っ
て
き
ま

し
た
。

　

場
所
は
西
脇
市
の
日

本
の
へ
そ
日
時
計
の
丘

公
園
で
す
。

　

４
月
の
桜
の
時
期
に

も
一
回
利
用
し
、
雰
囲

気
は
も
ち
ろ
ん
、
施
設

も
充
実
し
て
い
た
の
で

再
び
利
用
し
ま
し
た
。

　

息
子
は
小
学
１
年
生

と
い
う
こ
と
で
初
め
て

の
夏
休
み
。
特
に
ど
こ

か
に
連
れ
て
い
っ
て
あ

げ
た
り
も
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
思
い
出
づ
く

り
も
か
ね
て
、
男
２
人

で
は
初
め
て
の
キ
ャ
ン

プ
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
子
ど
も
な

の
で
手
伝
っ
て
く
れ
る

と
い
っ
て
も
、
な
に
も

で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
意

外
と
テ
ン
ト
の
設
営
や

食
材
の
準
備
な
ど
手
伝

っ
て
く
れ
て
助
か
り
ま

し
た
。

　

息
子
が
ま
た
キ
ャ
ン

プ
し
た
い
と
い
っ
て
く

れ
た
の
で
、
ま
た
違
う

季
節
に
男
２
人
で
や
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
部
長

�

仁
田
武
志　

記

　

ア
パ
ー
ト
暮
ら
し

か
ら
年
内
に
新
築
戸

建
て
に
引
越
し
ま

す
。
今
か
ら
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

　
　

北
・
藤
井
美
枝

　

暑
さ
も
峠
を
越
し

て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。

　
　

灘
・
尾
形
洋
平

　

や
っ
と
朝
晩
が
す

ず
し
く
な
っ
て
過
ご

し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。

　

姫
路
・
小
川
安
夫

　

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と

い
う
間
に
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
仕
事
上
の

つ
き
あ
い
で
登
録
し

ま
し
た
が
い
ま
だ
に

理
解
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

　
　

北
・
起
　
真
澄

　

毎
日
暑
く
て
機
械

よ
り
人
間
の
方
が
ま

い
っ
て
し
ま
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　

相
生
・
平
林
芳
男

　

食
品
の
値
上
げ
が

数
多
く
増
え
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
よ
り
も

車
を
運
転
す
る
者
に

と
っ
て
は
ガ
ソ
リ
ン

の
値
上
げ
が
一
番
シ

ョ
ッ
ク
で
す
。

　

篠
山
・
瀬
々
倉
壽

　

朝
晩
が
す
ず
し
く

な
り
秋
ら
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
気
を
つ
け
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

阪
神
・
宮
本
敏
夫

　

マ
イ
ブ
ー
ム
は

犬
、
服
作
り
で
す
。

須
磨
・
重
光
真
紀
子

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
て
い
ま

す
。
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

　

姫
路
・
坂
藤
瑠
美

　

孫
と
秋
の
味
覚
の

い
も
ほ
り
に
い
き
た

い
。

　

垂
水
・
岡
崎
博
和

　

宅
建
の
試
験
が
10

月
15
日
に
あ
る
の
で

が
ん
ば
り
ま
す
。

　

阪
神
・
田
島
和
忠

　

家
族
で
脳
ト
レ
に

は
げ
ん
で
い
ま
す
。

　
　

西
・
田
實
　
眞

　

朝
夕
は
少
し
過
ご

し
や
す
く
な
り
ま
し

た
が
日
中
は
ま
だ
ま

だ
で
す
ね
。
秋
バ
テ

に
気
を
つ
け
よ
う
。

　

加
西
・
別
所
　
豊

　

３
月
に
主
人
が
亡

く
な
っ
て
淋
し
く
な

り
ま
し
た
が
、
ま
だ

元
気
で
働
い
て
い
ま

す
。

　

姫
路
・
西
田
秀
美

　

９
月
17
日
、
本
部
２
階

会
議
室
で
第
38
回
本
部
青

年
部
定
期
大
会
を
代
議
員

22
人
、
執
行
部
26
人
、
来

賓
２
人
、
書
記
局
２
人
、

合
計
52
人
の
参
加
で
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
芝
原
一
晴
青
年

部
長
は
「
こ
の
数
年
コ
ロ

ナ
も
あ
り
会
議
も
規
模
縮

小
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
お

互
い
に
顔
を
合
わ
せ
つ
な

が
り
を
広
げ
て
い
く
こ

と
、
ま
た
励
ま
し
あ
え
る

場
を
提
供
で
き
る
こ
と
、

絆
を
深
め
る
こ
と
の
大
切

さ
や
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
同
じ
時
代
、
同
じ
地

域
、
同
じ
組
合
で
の
縁
を

大
切
に
、
青
年
部
全
体
で

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

青
年
部
長

�

尾
本
拓
也　

記

一
致
団
結
し
て
前
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
４
年

度
の
経
過
・
決
算
報
告
、

令
和
５
年
方
針
案
・
予
算

案
の
提
案
し
、
承
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
で
取
り

組
ん
で
い
る
各
支
部
役
員

を
掘
り
起
こ
す
取
り
組
み

と
し
て
役
員
発
掘
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
表
彰
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
毎
年
新
し
い

役
員
を
迎
え
入
れ
青
年
部

の
活
性
化
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。

　

役
員
選
出
で
は
、
新
部

長
に
西
支
部
か
ら
仁
田
武

志
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

仁
田
新
部
長
は
「
前
任

の
芝
原
部
長
か
ら
引
き
続

き
日
本
一
の
青
年
部
を
め

ざ
し
ま
す
」
と
力
強
く
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
任
意

参
加
で
懇
親
会
を
開
催

し
、
た
く
さ
ん
の
青
年
部

員
で
親
睦
と
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

受
講
資
格

　

住
宅
の
新
築
工
事
ま
た
は

リ
フ
ォ
ー
ム
（
増
改
築
）
工

事
に
関
す
る
実
務
経
験
５
年

以
上
の
者
（
大
工
・
建
築
に

関
す
る
実
務
５
年
以
上
）

日
程

　

12
月
５
日
（
火
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

会
場

　

中
央
区
文
化
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

　

最
低
40
人
以
上

受
講
料

　

２
万
４
０
０
０
円

締
切　

11
月
21
日
（
火
）

問
合
せ
先

　

各
支
部
事
務
所
ま
で

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
エ
キ
ス
パ
ー
ト

�

増
改
築
相
談
員
研
修
会
の
お
知
ら
せ（
新
規
）

試
験
日

　

令
和
６
年
３
月
中
旬

受
験
料

　

４
２
２
０
円
か
ら
１
万
３

６
８
０
円
。

　

受
験
の
級
及
び
受
験
科
目

数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　

11
月
中
旬
か
ら
（
12
月
中

旬
消
印
有
効
）

申
込
書
の
購
入
先

　

11
月
中
旬
よ
り
、（
一
社
）

兵
庫
県
建
設
業
協
会
（
神
戸

市
西
区
美
賀
多
台
１
の
１
の

２
、
電
話
０
７
８
・
９
９
７

・
２
３
０
０
）。
郵
送
希
望

者
は
、（
一
財
）
建
設
業
振

興
基
金
（
東
京
都
港
区
虎
ノ

門
４
の
２
の
12
、
電
話
０
３

・
５
４
７
３
・
４
５
８
１
）。

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。
ア
ド

レ
ス
は
、

　

�http://w
w
w
.keiri-

kentei.jp/

建
設
業
経
理
士
（
１
・
２
級
）

経
理
事
務
士
（
３
・
４
級
）

検定検定
試験試験

講
習
内
容　

建
築
図
面
を
主

体
と
し
た
Ｊ
ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
を

使
う
た
め
の
基
本
操
作
方
法

日
程　

12
月
14
日
（
木
）
か

ら
令
和
６
年
３
月
21
日

（
木
）　

計
13
回

時
間　

19
時
か
ら
21
時

会
場　

姫
路
労
働
会
館
（
各

線
姫
路
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

受
講
料　

３
万
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
、資
料
代
込
み
）

受
講
資
格　

基
本
的
な
パ
ソ

コ
ン
操
作（
メ
ー
ル
送
信
等
）

が
で
き
る
方
。

注
意
事
項　

①�

会
場
お
よ
び
設
備
の
都
合

上
、
定
員
は
15
人
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

②�

開
講
後
の
自
己
都
合
に
よ

る
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、

受
講
料
は
返
還
し
ま
せ

ん
。

③�

各
自
で
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
締
切　

12
月
１
日（
金
）

問
合
せ
先　

姫
路
支
部
学
院

担
当
（
０
７
９
・
２
９
５
・

２
３
３
３
）

Ｃ
Ａ
Ｄ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

�

姫
路
建
築
技
能
専
門
学
院

地元建築職人の地元建築職人の
検索コーナー検索コーナー

ID：doken
パスワード：
� navi

登録にはIDとパス
ワードが必要です。

仕事確保の頼れるパートナー仕事確保の頼れるパートナー

兵庫土建 検索検索

ひょうご住まいるひょうご住まいる
ナナビビ

①�組合員であれば誰でも
登録できます。（一人
親方も可）

②�県下最大の建築職人組合「兵庫土建」の
組合員として「安心と信頼の地元職人」
がアピールできます。

③�消費者はもとより、県内外から職人を探
している工務店へむけた宣伝になります。
④�自ら手掛けた物件の写真などを日々登録
していくことで施工実例を顧客へアピー
ルできます。

⑤登録費用は無料。入力も簡単です。

登録無料登録無料

青年部のさらなる団結をめざす


